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QUOLIS KIDS ⼤井町保育園 
< 第 15 回キッズデザイン賞受賞 ＞ 

-都市部にありながら⼈々の記憶に残り親しみの持てる、街のシンボル保育園- 

 

 
株式会社クオリス（本社：⼤阪府⼤阪市⽣野区 代表取締役：⾬⽥武史）が運営する認可保育園「クオリスキッズ⼤井

町保育園」が第 15 回キッズデザイン賞⼦どもたちの創造性と未来を拓くデザイン部⾨（建築・空間）にて受賞いたしまし
た。本建物は品川区⼤井３丁⽬に、東京ディフェンス株式会社（本社：東京都品川区 代表取締役：⼭⽥邦博）ならびに
エムハウス株式会社（本社：東京都品川区 代表取締役：⼭⽥義典）による新築建物であり、設計・監理は株式会社ブル
ースタジオ（本社：東京都中央区 代表取締役：⼤地⼭博）が⼿がけました。 

 
近年、特に都市部では待機児童解消のため保育園等の新規開設が急務とされる。⼀⽅で⼦供の声による騒⾳問題、園児

の送り迎えによる交通量増加など、周囲との関係性を理由に新規保育園開設に反対を受ける事例も⾒られます。また都市
部特有の地価⾼騰・過密な環境等により、園の新設に適した物件の確保や、⼦供達が⼗分に遊び回れる環境の整備が難し
い。これら周辺地域との関係性の構築と、良質な保育環境の提供が、都市部の保育園における課題と捉え３つのテーマを
掲げました。 



 

 

１．近隣地域からも親しまれる保育園  
建物で周辺との関係性を構築するため、ファザードで演出し園と建物に親近感を持たれる存在へとデザイン。 

   
 
２．限られた⾯接の中でも伸び伸びと遊び学べる空間 
建物の特性を有効に使う⼯夫し、階⾼と屋上を⽣かした園児が伸び伸びと遊び学べる環境へとデザイン。 

 
 
３．プライバシー確保と開放感の両⽴ 
外と内の関係性づくりを構築するため、外から中への視線を遮り中から外への視線に広がりを作る。 

 

 

全⾯バス通りより 夜間ファサード照明点灯時 縦⻑の開⼝部 



 

 

地域から親しまれる存在を⽬指し、建物と街の共通項を作ることで、地域との関係性を作った。また外壁に⼤井町の産
業だったレンガを⽤いながらも、素材・⼯法の組み合わせでレンガの硬い印象を払拭している。階⾼の⾼さを⽣かした装
飾天井は空間の広がりを⽣み出し、縦⻑形状の窓は⼗分な採光とプライバシーの確保を両⽴させた。屋上園庭のウッドデ
ッキは伸び伸びと遊べる導線を⽣み、四季ごとに計画された植栽は園児が⾃然に触れ学ぶ機会を作り出した。 
 
【建築概要】 
⼤井町を中⼼に地域密着型の不動産管理業を営む施主が、過去と未来の交差をテーマに、まちのアイコンとなる建物ブル
ースタジオと共同で企画。⽤途地域上は中⾼層建築が可能な⼟地でありながら、２層＋屋上園庭で構成される保育園のた
めの建物として計画。 
名称：Tre-stella square(トレステラスクエア)  
所在地：東京都品川区⼤井３丁⽬ 17-11 
交通：⼤井町駅より徒歩 9 分 
建築主：東京ディフェンス株式会社、エムハウス株式会社 
事業主・運営：株式会社クオリス 
企画・設計・監理：株式会社ブルースタジオ（⽯井健, 岩⽥啓治、義⼭宗⽣、河野摩周、寺⽥晴⾹） 
構造設計：株式会社川村構造設計室（川村⼤樹, 丸⼭康太郎） 
設備設計：有限会社 EOSplus（⾼橋翔, 肥⽥あゆみ）、ジーエヌ設備計画（五⽊⽥正和） 
施⼯：サンユー建設株式会社 
レンガ施⼯：株式会社東京ブリック社 
左官施⼯：有限会社原⽥左官⼯業所 
構造規模：RC 造地上２階建  
建築⽤途：認可保育園 
敷地⾯積：231.69m2 
延床⾯積：360.21m2 
 
■ 東京ディフェンス（建築主）ホームページ 
https://www.tokyodefense.com/ 
 
■ 運営者：クオリスキッズ（事業主・運営）ホームページ 
http://www.quolis-kids.com/  
 
■ キッズデザイン賞 公式ウェブサイト 
https://kidsdesignaward.jp 
「⼦どもたちが安全に暮らす」「⼦どもたちが感性や創造性豊かに育つ」「⼦どもを産み育てやすい社会をつくる」という
⽬的を満たす、製品・空間・サービス・活動・研究の中から優れた作品を選び、広く社会に発信していくことを⽬的に 2007
年に創設されました。⼦ども⽤にデザインされたものはもちろん、⼤⼈・⼀般向けに開発されたものでも、⼦どもや⼦育
てに配慮されたデザインであればすべてが対象です。 
 
ブルースタジオは現在、事業主の株式会社クオリスと共に東京、⼤阪にて４件の保育園のデザインアドバイサリー業務を展開中です。今



 

 

ある都市型保育園の課題解決し⼦どもたちが伸び伸び遊びながら学べる空間作りを⽬指しています。親御さんの送り迎えがより楽しく、

そして近隣から⼀歩距離を置かれる施設からまちから慕われる施設を⽬指しています。 

 
 

＜本件に関するお問い合わせ 連絡先＞ 
株式会社ブルースタジオ：広報担当 平尾 

TEL：03-3541-5878 Mail：media@bluestudio.jp 


